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＜解答上の注意＞ 

１．問題冊子は，表紙を含め３枚である。 

２．問題には，問題１と問題２がある。配点は，問題１が６０点，問題２が４０点で

ある。 

３．表裏に解答欄がある解答用紙は，問題１用と問題２用の２枚が配布されている。

各問題ごとに解答用紙１枚を使って解答すること。 

４．解答用紙の受験番号欄に受験番号を算用数字で記入し，また試験科目欄に「刑事

法系」と記入すること。なお，整理番号等その他の記入欄には記入しないこと。 

５．試験終了後，問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ること。 

６．解答の際は，黒又は青のボールペンを使用すること。 

７．六法は貸与品なので，折り曲げや書込みをしないこと。なお，書込み・汚損等が

ある場合は申し出ること。 

８．試験終了後，指示があるまで席を立たないこと。 

９．その他は，すべて監督者の指示に従うこと。 
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【問題１】 次の各設問に答えなさい。解答用紙の冒頭に「問題１」と記入すること（解答順

序は問わないが，設問番号を記入すること。また，２問とも解答すること。）。 

 

〔設 問〕１（配点４０点） 

甲は，街路上で暴力団員Ａに絡まれ口論となった際，激怒したＡが，「この野郎，ぶっ殺

してやる。」と怒鳴りながらポケットからナイフを取り出して切りかかってきたので，この

ままでは殺されてしまうと思い，急いでその場から逃げようと，通行中のＢを押し倒した。

Ｂは，これにより，全治１０日間の傷害を負った。なお，甲は，Ｂを押し倒すことを認識し

ており，また，Ｂを押し倒して逃げる以外には，甲がＡの攻撃から身を守る手段はなかっ

た。 

甲の罪責を論じなさい（特別法違反の罪を除く）。 

 

〔設 問〕２（配点２０点） 

乙は，ＣがＤから盗んだパソコン（時価２０万円）について，Ｃからその処分を依頼され

たものの，処分先に困り，Ｄに時価の半額で買い戻させようと考え，Ｄに１０万円で買い取

るよう申し向けた。Ｄは，盗まれたパソコンに愛着があったことから，１０万円で買い戻せ

るなら安いものだと思い，この申し出を了承し，盗まれたパソコンであることを確認のう

え，１０万円で買い戻した。  

乙に盗品等有償処分あっせん罪が成立するかどうかを論じなさい。 

 

《問題１ 以上》 

 

 

《次頁に続く》 
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【問題２】 次の【事例】を読んで，後記〔設問〕に答えなさい。解答は，【問題１】を解答

した用紙とは別の解答用紙に書き，冒頭に「問題２」と記入すること。 

 

【事 例】 

令和３年７月２１日午後１０時頃，Ａ県Ｂ市Ｃ町１丁目２番３号先路上において，Ｖが包

丁でその右大腿部を刺されて殺害される事件が発生し，その後，その犯人として甲が逮捕さ

れた。 

捜査の結果，検察官Ｐは，「被告人は，令和３年７月２１日午後１０時頃，Ａ県Ｂ市Ｃ町

１丁目２番３号先路上において，Ｖに対し，殺意をもって，包丁でＶの右大腿部を１回突き

刺し，よって，その頃，同所において，同人を右太腿部刺創による失血により死亡させて殺

害したものである。」との殺人の公訴事実により甲を起訴した。  

甲は，公判において以下のように主張した。 

 ・私がＶの右大腿部を包丁で刺したことは争わない。 

 ・私はＶを殺害する意図がなかったので，私のやったことは傷害致死に留まる。 

前記公訴事実は変更されないまま審理が終結し，裁判所は，甲の上記主張が信用できると

判断した。 

 

〔設 問〕 

裁判所は，「被告人は，令和３年７月２１日午後１０時頃，Ａ県Ｂ市Ｃ町１丁目２番３号

先路上において，Ｖに対し，包丁でＶの右大腿部を１回突き刺す暴行を加え，よって同人に

右大腿部刺創の傷害を負わせ，よって，その頃，同所において，同人を同刺創による失血に

より死亡させたものである。」との事実を認定して，傷害致死罪により有罪判決を宣告する

ことができるか。 

《問題２ 以上》 

 

《刑事法系問題 以上》  
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【出題意図】 
 
刑法 

設問１は、緊急避難が問題となる事案を素材として、刑法総論の体系的理解と

事案処理能力を問うものである。 
設問２は、盗品等関与罪が問題となる事案を素材として、刑法各論の基本的な理

解と事案処理能力を問うものである。 
 
刑事訴訟法 
 本問は、いわゆる縮小認定の場面について、その適否の評価基準及び具体的事

案の解決を問うものである。 
 

 

 


